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県
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球
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村
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字
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丙
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地
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0966）
32－
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0966）
32－

1230
印

刷
／

㈱
協

和
印

刷 　
わ
れ
わ
れ
議
会
は
、
先
の
６
月
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
山
積
す
る
重

要
事
項
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
課

題
解
決
が
図
ら
れ
て
い
く
の
か
な
ど

と
し
、
執
行
部
に
対
し
重
い
決
断
と

し
て
辞
職
勧
告
決
議
案
を
決
議
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
リ
ー
ダ
ー
と
は
、「
決
断
す
る
こ
と
」

「
説
明
す
る
こ
と
」「
責
任
を
と
る
こ

と
」
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
、
村
民
が

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
創
造
的

復
興
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
明
確
化
、

失
わ
れ
た
信
頼
の
回
復
な
ど
、
村
政

に
対
す
る
姿
勢
が
問
わ
れ
る
な
か
、

使
命
感
、
危
機
感
を
も
っ
て
村
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
村
民
が
望
む
「
幸
せ
」
を

追
求
し
、
全
力
で
丁
寧
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

永
椎
　
樹
一
郎

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　   

　
　板 

﨑
　壽 

一

副
委
員
長
　   

　
　西 

林
　尚 

賜

委
　
　員
　   

　
　宮 

本
　宣 

彦

委
　
　員
　   

　
　永
椎  

樹
一
郎

■球磨村世帯数：1,327世帯　■男：1,233人　女：1,328人　人口：2,561人（令和7年11月１日現在）

編
集
後
記

球磨清流学園
６年生

球磨清流学園
６年生

柴田　奏音さん
　球磨清流学園の６年生は一人ひとり個性豊
かです。
　そして普段から発表を積極的にしています。
　修学旅行で命や平和の尊さを学んで、球
磨清流学園に帰ってきました。これからも命
や人を大切にして、過ごしたいです。　

谷口　加桜さん
　６年生は、とても元気で明るく個性
豊かです。行事や日々の毎日を学級
全員で協力し、色々なことを乗り越え
てきました。だから、とても仲がいい
です。これからももっと仲を深めてい
きたいです。

令和７年度の球磨清流学園６年生は１６人です。「十人十色」を学級目標に掲げています。
この目標には、「多様性を認め合い、互いの個性を尊重し合えるクラスにしたい」「一人
ひとりがそれぞれの得意を生かして自分の色で輝いてほしい」という思いが込められて
います。１６人全員が目標を意識しながら生活し、日々成長しています。

６年生担任　吉田　楓 先生

新
し
い
「
松
本
橋
」

新
し
い
「
松
本
橋
」



2くまむら議会だより　第119号
令和７年11月25日発行

　

第
７
回
定
例
会
が
、
９
月
４
日
か
ら

12
日
ま
で
の
９
日
間
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
令
和
６
年
度
財
政
健
全
化

判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
日
隠
啓
一
代

表
監
査
委
員
よ
り
、
令
和
６
年
度
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
決
算
審
査
の
結
果

報
告
、
そ
の
後
、
認
定
５
件
、
議
案
５

件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
監
査
委
員
の
報
告
を
受

け
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

２
日
間
に
わ
た
り
、
各
課
か
ら
令
和
６

年
度
成
果
報
告
書
に
基
づ
き
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
全
員
一
致

で
原
案
の
通
り
認
定
す
べ
き
と
決
定
し

ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
５
名
の
議
員
が
通
告
書

に
基
づ
き
登
壇
。
最
終
日
に
は
、
継
続

審
議
と
な
っ
て
い
た
請
願
書
の
採
決
が

行
わ
れ
、そ
の
後
、議
員
発
議
に
よ
り
「
行

政
運
営
の
検
証
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
」
の
設
置
が
決
ま
り
ま
し
た
。

○
令
和
６
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
決
算
の

認
定

○
令
和
６
度
球
磨
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
決
算
の
認
定

○
令
和
６
年
度
球
磨
村
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
決
算
の
認
定

○
令
和
６
年
度
球
磨
村
介
護
保
険
特
別
会

計
決
算
の
認
定

○
令
和
６
年
度
球
磨
村
簡
易
水
道
特
別
会

計
決
算
の
認
定

（
各
会
計
の
決
算
額
は
別
表
の
と
お
り
）

○
球
磨
村
議
会
議
員
及
び
球
磨
村
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負

担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

＊
国
の
選
挙
公
営
単
価
改
訂
に
合
わ

せ
て
、
球
磨
村
議
会
議
員
、
村
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
ビ

ラ
及
び
ポ
ス
タ
ー
印
刷
に
係
る
公

費
負
担
額
を
引
き
上
げ
る
も
の
。

〇
令
和
６
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

　
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

〇
財
産
管
理
費
の
委
託
料
に
塚
ノ
丸

団
地
に
お
け
る
案
内
看
板
の
設
置

等
４
７
０
万
９
千
円
。

○
児
童
福
祉
総
務
費
で
過
疎
地
域
の

保
育
所
に
お
け
る
保
育
機
能
確
保
・

強
化
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
補
助

金
８
７
４
万
４
千
円

○
農
業
振
興
費
で
農
業
生
産
条
件

が
不
利
な
田
畑
の
区
画
整
理
に

対
す
る
村
独
自
の
補
助
金
１
，

２
８
３
万
３
千
円
を
計
上

〇
森
林
環
境
費
に
森
林
環
境
整
備
補
助

金
１
，
０
０
７
万
７
千
円
を
計
上
。

〇
河
川
改
良
費
で
高
沢
地
区
清
水
川

の
護
岸
工
事
に
係
る
費
用
３
５
０

　
万
円
。

　
補
正
額
２
億
４
，
２
１
６
万
７
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
58
億
３
，

１
４
６
万
８
千
円
と
な
る
。

〇
人
吉
市
医
師
会
か
ら
の
「
人
吉
球
磨
准

看
護
学
院
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
を
求
め

る
請
願
」
に
つ
い
て
は
、「
趣
旨
採
択
」

〇
一
般
社
団
法
人
く
ま
む
ら
山
村
活
性

化
協
会
か
ら
の
「
法
人
解
散
の
清
算

金
の
支
払
い
に
関
す
る
請
願
書
」
に

つ
い
て
は
、「
不
採
択
」

条
例

予
算

認
定

９月
定例会

令
和
６
年
度
一般
会
計「
歳
出
」決
算
額
は
、

約
67
億
６
千
９
百
万
円

請
願
書

「
行
政
運
営
の
検
証
に
関
す
る

　
　
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置

　

６
月
定
例
会
で
提
出
し
た
辞
職
勧
告

決
議
の
中
で
示
し
た
５
項
目
に
つ
い
て
、

全
く
進
展
し
て
い
な
い
項
目
が
あ
り
、

ま
た
新
た
に
法
令
違
反
に
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
事
案
も
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
村
政
に
関
す
る
問
題
を

一
つ
ひ
と
つ
解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
、「
行
政
運
営
の
検
証
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
た
。

　
　
委
員
長　
　
　
宮
本　
宣
彦
議
員

　
　
副
委
員
長　
　
永
椎
樹
一
郎
議
員

議
員
発
議



どなたでも傍聴できます。
９月定例議会の傍聴人数は延べ 36 人でした。

※会議録は「球磨村ホームページ」→「行政情報」→「球磨村議会」→
　「会議録（一覧ページ）」で閲覧できます。
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９月定例会　審議した議案等とその結果
議案番号 件　　　　　名 結　果 賛成 反対

報 告 第 ５ 号 令和６年度財政健全化判断比率及び資金不足比率について 報　　告 8 0

認 定 第 １ 号 令和６年度球磨村一般会計決算の認定について 原案認定 8 0

認 定 第 ２ 号 令和６度球磨村国民健康保険特別会計決算の認定について 原案認定 8 0

認 定 第 ３ 号 令和６年度球磨村後期高齢者医療特別会計決算の認定について 原案認定 8 0

認 定 第 ４ 号 令和６年度球磨村介護保険特別会計決算の認定について 原案認定 8 0

認 定 第 ５ 号 令和６年度球磨村簡易水道特別会計決算の認定について 原案認定 8 0

議 案 第 48 号 球磨村議会議員及び球磨村長の選挙における選挙運動の公費負担に
関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 8 0

議 案 第 49 号 令和７年度球磨村一般会計補正予算について 撤　　回   

議 案 第 50 号 令和７年度球磨村介護保険特別会計補正予算について 原案可決 8 0

議 案 第 51 号 令和７年度球磨村簡易水道特別会計補正予算について 原案可決 8 0

議 案 第 52 号 工事請負変更契約の締結について 原案可決 8 0

議 案 第 53 号 令和７年度球磨村一般会計補正予算について 原案可決 8 0

請 願 書
人吉球磨准看護学院へのさらなる支援を求める請願 趣旨採択 8 0

法人解散の清算金の支払いに関する請願書 不 採 択 8 0

発 議 第 ６ 号 行政運営の検証に関する調査特別委員会設置に関する決議について 原案可決 8 0

（採決の人数は、議長を除く８名）
※議案第49号については、スクールバス購入費用について再考するということで議案を撤回し、この項目を削った

上で、議案第53号として計上し、可決。
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令
和
６
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
決
算
の
内
訳
（
左
図
）

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
歳
入
財
源
の
比
率
は
、
村
税
等
か
ら
な
る
自
主
財
源
が
約

31
％
、
国
・
県
支
出
金
等
の
依
存
財
源
は
約
69
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
決
算
額
は
、
前
年
度
に
比
べ
約
24
億
１
，
７
８
８
万
円
減
少
し
て
お
り
、
主
な
要
因
と
し
て
は
災
害

復
旧
事
業
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
土
木
費
や
災
害
復
旧
費
に
か
か
る
支
出
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

村税
2億4,598万1千円 3%  

歳 入 73億5,146万6千円 財産収入
1億3,510万4千円 2%

寄附金
4,595万8千円 1%

村債
4億2,624万6千円

繰入金
3億6,332万3千円

5％

繰越金
13億7,575万円

その他
1億1,166万3千円
1％

19％

交付金・譲与税
1億8,706万1千円
2％

地方交付税
23億6,293万6千円

32%

19%国庫支出金
14億92万7千円

9％
6％

県支出金
6億9,651万6千円

依存財源
69％

自主
　財源

31％

歳 出 67億6,942万7千円
議会費
5,458万8千円 1％

総務費
29億5,441万8千円
44%

民生費
8億1,437万円

衛生費
2億2,363万8千円 3%

12％

7％

農林水産業費
4億7,146万円

商工費
1,827万6千円 0.3％

消防費
1億4,717万円
2%

6％

教育費
3億1,448万3千円

5％

災害復旧費
10億6,054万1千円

16%

公債費
4億1,902万円

土木費
2億9,118万8千円 4%

令和６年度一般会計及び特別会計決算を認定
～決算審査特別委員会で審議～

　令和６年度一般会計及び特別会計の決算について、日隠啓一代表監査委員より決算審査の報
告を受け、議会に認定のため決算審査特別委員会を設置し審議しました。
　審査日程については、９月４日に正副委員長を選任し、５日及び８日に、執行部関係者から
説明を受け審議にあたり、本会議の審議において認定することに全員一致で可決しました。
　また、審査報告書において、今後も復興が進む中で、一つひとつの事業を再度見直し、適正
な予算の執行をお願いするとともに、議会決算審査特別委員会より出された指示事項について
は、検討で終わることなく、改善につながるような対応をお願いするとの意見が出されました。

注意；決算書に基づく金額を記載
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歳　　入　　額 歳　　出　　額
一 般 会 計 73億 5,146 万 6千円 67億 6,942 万 7千円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 5億 4,632 万円 4億 7,452 万 8千円
後期高齢者医療特別会計 5,632 万 3千円 5,612 万 3千円
介 護 保 険 特 別 会 計 7億 8,873 万 5千円 6億 6,162 万 5千円
簡 易 水 道 特 別 会 計 2億 2,326 万 4千円 1億 6,051 万 1千円
　 合 　 計 　 89億 6,610 万 8千円 81億 2,221 万 4千円

　令和６年度一般会計及び特別会計の決算額

※千円以下は端数調整をしていますのでご了承ください。

委
員
長　
永
椎　
樹
一
郎

歳
入
に
つ
い
て

１　
健
全
な
財
政
運
営
を
図
る
た
め

に
は
、
自
主
財
源
の
確
保
が
重
要
で
あ

り
、
特
に
ふ
る
さ
と
納
税
の
貴
重
な
財

源
に
つ
い
て
は
、
増
額
に
つ
な
が
る
よ

う
に
全
庁
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

２　
税
、
使
用
料
な
ど
の
徴
収
に
つ

い
て
は
、
職
員
の
徴
収
努
力
に
よ
り

未
収
金
も
減
少
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
今
後
も
公
平
・
公
正
な
観

点
か
ら
、
関
係
各
課
連
携
の
も
と
、

確
実
な
徴
収
を
実
施
す
る
こ
と
。
ま

た
、
実
績
に
つ
い
て
は
執
行
部
に
も

適
宜
、
適
切
に
報
告
す
る
こ
と
。

３　
基
金
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
令

和
６
年
度
に
お
い
て
は
３
億
４
千

７
０
０
万
円
の
積
み
増
し
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
将
来
的
に
は
年
々
減
少

し
て
い
く
状
況
で
あ
る
。
今
後
、
復

興
に
か
か
る
様
々
な
事
業
も
計
画
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
期
的
な
財

政
計
画
の
も
と
で
適
正
な
運
用
に
努

め
る
こ
と
。

歳
出
に
つ
い
て

１　
一
般
会
計
で
は
、
令
和
６
年
度

に
お
い
て
も
、
復
旧
復
興
に
関
連
す

る
予
算
が
増
加
し
て
い
る
が
、
補
助

金
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
使

途
、
内
容
等
の
現
状
を
把
握
し
、
ど

の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
の
か
を
検

証
し
た
上
で
、
事
業
の
推
進
に
努
め

る
こ
と
。

２　
予
算
を
効
率
的
・
効
果
的
に
執

行
す
る
た
め
、
執
行
状
況
の
確
認
に

留
意
し
、
財
源
の
有
効
活
用
と
適
正

な
事
業
執
行
に
努
め
る
こ
と
。

　
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
、
介
護
保
険
特
別
会
計
に
お
い
て

は
、
健
康
増
進
事
業
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
。
今
後
も
、
財
政
状
況
と
の
関

連
も
含
め
、
各
特
別
会
計
事
業
が
連

携
、
連
動
し
、
高
齢
者
の
い
き
が
い

づ
く
り
や
健
康
教
室
、
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
等
の
介
護
予
防
事
業
、
更
に
は

生
活
習
慣
病
予
防
事
業
等
に
よ
り
健

康
寿
命
が
延
び
る
よ
う
に
更
な
る
事

業
の
推
進
を
図
る
こ
と
。
併
せ
て
、

一
般
会
計
と
同
様
、
事
業
の
効
果
を

検
証
し
、
適
正
な
予
算
執
行
に
努
め

る
こ
と
。

　

簡
易
水
道
特
別
会
計
に
お
い
て

は
、
来
年
度
か
ら
企
業
会
計
に
移
行

す
る
。
公
営
企
業
と
し
て
独
立
採
算

制
が
原
則
で
あ
る
が
、
料
金
改
定
に

つ
い
て
は
、
村
内
の
簡
易
水
道
、
地

区
簡
易
水
道
、
給
水
施
設
そ
れ
ぞ
れ

の
利
用
者
の
こ
と
も
考
慮
し
て
検
討

し
、
持
続
的
な
簡
易
水
道
事
業
に
努

め
る
こ
と
。

　
最
後
に
、
今
後
も
復
興
が
進
む
中

で
、
一
つ
ひ
と
つ
の
事
業
を
再
度
見

直
し
、
適
正
な
予
算
の
執
行
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
職
員
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
通
常

業
務
に
加
え
、
復
旧
復
興
に
関
連
す

る
業
務
が
多
く
、
大
変
で
あ
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
事
業
の

効
果
が
村
民
の
望
む
幸
福
度
に
つ
な

が
っ
て
い
る
か
検
証
を
行
い
、
職
員

一
人
ひ
と
り
が
喫
緊
で
最
大
の
課
題

で
あ
る
、
人
口
減
少
対
策
、
少
子
高

齢
化
対
策
な
ど
山
積
す
る
課
題
解
決

に
向
か
っ
て
い
く
体
制
、
加
え
て
職

員
と
執
行
部
が
常
に
課
題
を
共
有

し
、
ど
う
解
決
し
て
い
く
か
、
風
通

し
の
良
い
行
政
運
営
に
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
の
決
算
審
査
特
別
委
員
会

は
、
成
果
報
告
書
に
基
づ
き
ど
の
よ

う
な
成
果
が
あ
っ
た
か
を
基
本
に
審

査
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
示
し
た

指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
各
課
に
お
い

て
、
検
討
で
終
わ
る
こ
と
な
く
、
改

善
に
つ
な
が
る
よ
う
な
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告
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村
の
考
え
を
問
う

９月定例会の一般質問には５人の議員が登壇し、村への提言や質問を行いました。
※紙面の都合により、質問と答弁を要約した内容を登壇順にお知らせします。

一
般
質
問

一
般
質
問

一般質問とは
村のさまざまな課題等について、議員が提言も含めて、村の現状や方針を問うものです。会議録は議会
ホームページのほか、議会事務局でもご覧いただけます。

５
人
の
議
員
が
登
壇

永椎樹一郎 議員
（７ページ）

１　村政運営
　①辞職勧告決議書に基づく検証続投表明後の改善策及び対応策
　②一勝地温泉かわせみ未払金問題　③くまむら山村活性化協会への対応
　④人事異動後の職員への配慮　⑤職員に対する発言後の信頼回復
　⑥義務教育学校一体型校舎建設
２　村政不信
　村民及び職員との信頼回復、不信感解消、村政に対する姿勢、発信

西林　尚賜 議員
（７ページ）

球磨清流学園一体型校舎建設について
　①一体型校舎の建設場所
　②学校施設検討員会の設置
　③村民、保護者等への周知、説明

田代　利一 議員
（８ページ）

１　人口減少抑制政策について
　①少子化対策と地方創生について
２　魅力ある教育について
　①「球磨村ならではの教育」について

板﨑　壽一 議員
（８ページ）

１　辞職勧告決議について
　①議会が示した５つの項目について
２　少子高齢化について
　②少子化対策は

髙澤　康成 議員
（９ページ）

１　第６次総合計画後期基本計画
災害からの復旧・復興には安定的な公的財源の確保が必要です。
後期計画に掲げる施策を着実に進めるうえで自主財源の強
化・現実的かつ安定策の取り組みについて伺います。

２　農業振興
地域資源を活かした村づくりにおける農業の振興おいて「みど
りの食料システム戦略」は日本の農林水産省が2021年5月に
策定した持続可能な食料システムの実現に向けた中長期戦略で
す。地球温暖化対策や生物多様性の保全を背景に環境負荷を減
らしつつ農林水産業の生産力を確保することを目的としていま
す。現在の取組状況と今後の取り組みについて伺います。
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限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
財
政
収
支
の
均
衡

が
得
ら
れ
る
よ
う
総
合
的
に
判
断
し
た

球
磨
清
流
学
園
の

一
体
型
校
舎
建
設

場
所
に
つ
い
て
候
補
地
の

渡
地
区
か
ら
一
勝
地
地
区

へ
の
方
針
転
換
の
最
大
の

理
由
は
。候

補
地
の
渡
地
区
へ

の
建
設
は
、
校
舎
を

含
め
施
設
の
多
く
を
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
。
将
来
的
な

財
政
負
担
が
大
き
く
、
本
村

で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、復
旧
復
興
の
み
な
ら
ず
、

限
ら
れ
た
財
源
で
多
種
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
将
来
に
わ
た

る
安
定
し
た
財
政
運
営
を
見

据
え
、
財
政
収
支
の
均
衡
を

得
ら
れ
る
よ
う
、
総
合
的
に

判
断
し
た
。

こ
れ
ま
で
村
長
、
執

行
部
は
一
勝
地
地

区
へ
の
学
校
建
設
は
、
安
全

性
の
確
保
、
ア
ク
セ
ス
道

路
の
改
良
、
か
さ
上
げ
等
々

の
対
策
に
莫
大
な
費
用
が

必
要
で
あ
り
、
安
全
性
が
保

て
な
い
と
言
っ
て
こ
ら
れ

た
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

学
校
施
設
の
安
全

性
確
保
と
い
う
の

は
大
き
な
課
題
、
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
と
思
う
。
今
後
、

開
催
さ
れ
る
「
学
校
施
設
検

討
委
員
会
」
の
中
で
も
協

議
さ
れ
る
と
思
う
が
、
今
、

考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
早

期
避
難
、
早
期
の
学
校
休

校
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
対
応

を
し
っ
か
り
と
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

一
体
型
校
舎
建
設

に
関
す
る
住
民
説

明
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、

多
く
の
住
民
は
参
加
さ
れ

て
い
な
い
。
方
針
を
転
換

さ
れ
た
な
ら
ば
、
村
長
は

住
民
へ
説
明
責
任
が
あ
る
。

ま
た
、
教
育
長
は
保
護
者
、

教
職
員
、
必
要
で
あ
れ
ば

児
童
生
徒
へ
説
明
が
必
要

と
考
え
る
が
。

住
民
説
明
会
が
一

勝
地
の
体
育
館
の

み
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
今

後
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に

説
明
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

や
は
り
中
心
と
な
る
の
は

座
談
会
を
開
催
し
、
財
政

面
を
含
め
、
全
て
に
お
い

て
説
明
責
任
を
果
た
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

保
護
者
、
教
職
員
を

含
め
、
早
い
う
ち

に
説
明
を
し
た
い
。
保
護

者
に
関
し
て
は
、
座
談
会

あ
る
い
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
合

を
通
じ
て
説
明
し
て
い
く
。

一体
型
校
舎
の
建
設
場
所
を

変
更
す
る
最
大
の
理
由
は

問村
長問

問

村
長

一
つ
ひ
と
つ
し
っ
か
り
向
き
合
い
、多
く
の

皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、最
善
を
尽
く
し

て
い
く

説
明
責
任
が
リ
ー

ダ
ー
に
は
必
要
。
辞

職
勧
告
決
議
、
村
民
に
対

し
て
説
明
責
任
、
信
頼
回

復
、
村
政
に
対
す
る
姿
勢

等
、
な
ぜ
情
報
発
信
を
早

急
に
行
わ
な
か
っ
た
の
か
。

皆
さ
ん
が
集
ま
る

よ
う
な
場
所
、
例
え

ば
座
談
会
等
で
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。
一
つ
ひ
と
つ
し
っ

か
り
向
き
合
い
、
最
善
を

尽
く
し
て
い
く
。

「
か
わ
せ
み
」
の
指

定
管
理
を
解
除
す

る
時
、
未
払
金
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
再
三
、
確

認
を
す
る
よ
う
申
し
入
れ

を
し
た
が
、
確
認
を
せ
ず

後
回
し
に
し
た
理
由
、
経

緯
は
。

言
わ
れ
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で
は
村
の
方

針
、
ど
う
進
め
て
い
く
の

か
、
村
の
判
断
が
出
来
て

い
な
か
っ
た
。
現
在
、
未

払
金
の
状
況
を
調
査
し
て

い
る
。

業
務
上
の
問
題
解

決
の
た
め
、
４
月
か

ら
た
っ
た
２
ヶ
月
間
で
人

事
異
動
を
行
っ
た
。
異
動
し

た
職
員
を
ま
た
元
の
課
に

戻
し
た
。
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、
気
持
ち
を
考
え

た
こ
と
が
あ
る
か
。

職
員
に
と
っ
て
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

低
下
や
辞
職
に
至
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て

認
識
し
た
。
よ
り
よ
い
人

事
が
実
施
で
き
る
よ
う
に

慎
重
に
行
っ
て
い
く
。

不
適
切
な
事
務
処

理
を
行
っ
た
と
し

て
、
職
員
が
戒
告
処
分
を

受
け
た
。
こ
の
事
案
に
つ

い
て
当
時
の
上
司
は
現
在

の
副
村
長
で
あ
る
。
責
任

に
つ
い
て
ど
う
思
っ
て
い

る
の
か
。決

算
関
係
、
ち
ゃ
ん

と
し
た
管
理
監
督
が

出
来
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

反
省
を
し
て
い
る
。

部
下
で
あ
る
職
員

が
処
分
を
受
け
た

の
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
上
司

で
あ
る
副
村
長
、
村
長
も

何
ら
の
処
分
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

最
終
的
な
責
任
と

い
う
の
は
し
っ
か

り
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
わ
れ
わ
れ
の
処
分
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

永椎 樹一郎 永椎 樹一郎 議員議員

辞
職
勧
告
決
議
、
村
民
に
対
す
る

説
明
責
任
、
村
政
に
対
す
る
姿
勢
は

村
長

村長

村長

西林　尚賜 西林　尚賜 議員議員

説
明
責
任

問

安
全
性
の
確
保

村
長説

明
責
任

「
か
わ
せ
み
」
未
払
金

問

村
長人

事
異
動

問村
長

職
員
の
不
信
感
解
消

問副
村
長問

教
育
長

村
長

一
体
型
校
舎
の
建
設
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先
の
全
員
協
議
会

後
、
村
長
署
名
で

の
回
答
で
は
、
代
理
人
を

通
し
て
対
応
し
検
討
す
る

と
い
う
だ
け
で
、
何
の
進

展
も
見
ら
れ
な
い
が
。

カ
ワ
セ
ミ
の
件
で

は
、
相
手
と
連
絡

が
取
れ
ず
、
債
権
者
の
方
々

へ
の
未
払
い
額
を
、
第
三

者
弁
済
、
併
存
的
債
務
引

受
、
補
助
金
と
い
っ
た
手
法

に
よ
る
支
出
の
実
現
可
能

性
や
妥
当
性
を
検
討
し
て

い
て
、
併
せ
て
、
㈱
ト
ラ
ッ

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
す
る

訴
訟
も
検
討
し
て
い
る
。

相
手
が
い
な
い
の
に

訴
訟
が
で
き
る
の

か
。
ま
た
、
支
払
い
に
つ
い

て
第
三
者
弁
済
、
併
存
的

債
務
引
受
、
補
助
金
と
い
っ

た
手
法
は
ど
う
い
う
ふ
う

に
す
る
の
か
。

㈱
ト
ラ
ッ
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
対
し
て

は
、
村
の
債
権
が
私
債
権
な

の
で
民
事
訴
訟
に
な
る
か
と

思
っ
て
い
る
。
慎
重
に
確
認

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

辞
職
勧
告
に
対
す

る
回
答
は
誰
が
作

成
し
た
の
か
、
村
長
が
議
長

宛
て
に
署
名
し
て
渡
し
た

の
で
は
な
い
の
か
。
ど
う

し
て
説
明
で
き
な
い
の
か
。

辞
職
勧
告
に
関
す

る
回
答
は
私
が
作

り
皆
さ
ん
へ
配
布
し
た
。

説
明
で
き
な
い
、
代

理
人
を
通
し
て
対

応
し
検
討
す
る
で
は
な
に

も
か
わ
っ
て
い
な
い
と
思

う
し
、
一
般
社
団
法
人
く

ま
む
ら
山
村
活
性
化
協
会

に
つ
い
て
も
、
代
理
人
を

通
し
て
対
応
す
る
と
な
っ

て
い
て
、
村
長
の
考
え
が
見

え
な
い
。
他
力
本
願
に
な
っ

て
い
な
い
か
。

関
係
者
と
協
議
の

場
を
設
け
て
、
村

の
手
続
き
の
適
正
性
を
説

明
し
、
理
解
を
求
め
る
。

副
村
長
は
村
長
が

指
名
し
、
議
会
が
同

意
し
て
現
在
に
至
っ
て
い

る
と
思
う
が
、
今
回
の
辞

職
勧
告
決
議
に
つ
い
て
ど

う
思
う
か
。

村
全
体
の
政
策
を

把
握
し
、
職
員
の
事

務
執
行
を
統
括
す
べ
く
重

要
な
役
職
に
あ
り
な
が
ら
、

全
く
職
責
を
果
し
て
い
な

い
と
辞
職
勧
告
を
頂
い
た
。

改
め
て
、
議
決
を
重
く
う

け
止
め
、
一
つ
ひ
と
つ
を

改
め
な
け
れ
ば
と
痛
感
し

て
い
る
。
こ
の
件
を
深
く

反
省
し
、
村
の
復
旧
、
復

興
に
向
け
、
村
長
の
補
佐

役
と
し
て
尽
力
し
て
い
く
。

問村
長

村
長問

村
長問

続
投
表
明
後
の
改
善
、
対
応
を

検
討
中

辞
職
勧
告
決
議
に
対
し
て

今
後
の
対
応
は

問

農
業
、
そ
し
て
観
光
を
連
携
を
さ
せ
る

こ
と
で
今
後
の
球
磨
村
の
仕
事
づ
く
り
、

移
住
定
住
、
全
て
に
関
わって
く
る
と
思
う

松
谷
村
長
が
考
え

て
い
る
少
子
化
対

策
と
地
方
創
生
と
は
。

人
口
減
少
の
歯
止

め
策
と
し
て
、
移
住

定
住
施
策
の
推
進
、
子
育

て
支
援
、
教
育
環
境
の
充

実
、
観
光
の
振
興
の
３
つ

の
柱
を
立
て
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
推
進
し
た
い
。

球
磨
村
な
ら
で
は
の

魅
力
あ
る
政
策
の
考

え
は
あ
る
か
。

農
業
、
そ
し
て
観
光

を
し
っ
か
り
連
携
を

さ
せ
る
こ
と
で
、
今
後
の
球

磨
村
の
仕
事
づ
く
り
、
移
住

定
住
、
全
て
に
関
わ
っ
て
く

る
と
思
う
。

球
磨
村
な
ら
で
は
の

魅
力
あ
る
教
育
に
つ

い
て
、
大
瀨
教
育
長
の
考

え
は
。

１
点
目
は
９
年
間

を
通
し
た
一
貫
教

育
で
あ
る
義
務
教
育
学
校

で
の
教
育
で
あ
る
こ
と
で
、

学
習
支
援
、
体
験
活
動
の

充
実
と
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
深
め
ら
れ
る
の
が
大

き
な
利
点
だ
と
考
え
て
い

る
。
２
点
目
に
相
談
機
能

の
充
実
で
、
子
ど
も
の
発

達
や
家
庭
の
様
々
な
困
り

事
等
を
相
談
で
き
る
体
制

が
あ
る
。
３
点
目
に
防
災

教
育
の
充
実
で
県
教
育
委

員
会
か
ら
２
か
年
の
防
災

教
育
研
究
推
進
校
の
研
究

指
定
を
受
け
て
お
り
、
本

年
度
11
月
21
日
に
研
究
発

表
会
を
開
催
す
る
。

一
体
型
義
務
教
育

学
校
建
設
に
つ
い

て
、
先
日
、
説
明
会
開
催

さ
れ
た
が
、
所
感
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
た
い
。

参
加
者
が
少
な
か
っ

た
の
は
残
念
だ
っ
た

が
、
一
体
型
校
舎
、
一
勝

地
建
設
に
つ
い
て
の
ご
意

見
と
い
う
の
は
特
に
は
な

か
っ
た
。検

討
委
員
会
を
推

進
し
な
が
ら
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
学
校

建
設
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

球
磨
村
の
将
来
像

に
つ
い
て
村
長
の

考
え
は
。人

口
減
少
に
つ
い

て
は
す
ぐ
に
効
果

が
出
る
も
の
で
は
な
い
の

で
、
５
年
後
、
10
年
後
を

見
据
え
て
対
策
を
や
っ
て

い
け
ば
、
ま
だ
ま
だ
球
磨

村
は
可
能
性
を
秘
め
た
村

だ
と
思
っ
て
い
る
。

球
磨
村
な
ら
で
は
の

魅
力
あ
る
政
策
の
考
え
は

問 問村
長

問

村
長 問 村

長

問

村長

村長

板﨑　壽一 板﨑　壽一 議員議員

田代　利一 田代　利一 議員議員

球
磨
村
の
将
来
像

辞
職
勧
告
決
議

復
興

推
進

課
長

少
子
化
対
策
と
地
方
創
生

カ
ワ
セ
ミ
の
件

村
長球

磨
村
な
ら
で
は
の

魅
力
あ
る
教
育

問

教
育
長

教
育
長

副
村
長
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球
磨
村
で
は
少
子

高
齢
化
に
よ
り
人

口
減
少
が
進
み
、
住
民
基
盤

が
脆
弱
化
し
、
若
年
層
の
流

出
も
続
く
一
方
で
、
高
齢

者
人
口
の
割
合
が
増
加
し
、

福
祉
・
医
療
の
需
要
が
増

加
し
て
い
る
。
自
治
体
の

財
政
負
担
は
増
大
す
る
一

方
、
税
収
が
減
少
す
る
と

い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い

く
可
能
性
が
出
て
き
て
お

り
、
地
域
経
済
の
規
模
も

小
さ
く
、
自
立
が
難
し
く
、

依
存
的
財
源
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

安
定
的
財
源
確
保
の
観
点

か
ら
、
後
期
計
画
に
掲
げ

る
施
策
を
着
実
に
進
め
る

上
で
、
自
主
財
源
の
強
化
、

現
実
的
か
つ
安
定
策
の
取

組
み
は
。

歳
出
削
減
、
経
済
成

長
の
促
進
と
い
っ

た
手
段
を
組
み
合
わ
せ
、
ふ

る
さ
と
納
税
等
の
自
主
財

源
の
確
保
や
適
正
な
賦
課
徴

収
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
使
用
料
、
手
数

料
、
寄
付
金
、
財
産
収
入
な

ど
自
主
財
源
を
増
や
す
こ
と

で
、
自
主
性
と
安
定
性
が
高

ま
り
、
財
政
基
盤
の
確
保
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

中
長
期
財
政
ビ
ジ
ョ

ン
の
中
で
、
学
校
建

設
に
お
い
て
46
億
円
か
か
る

と
い
う
予
算
を
含
ま
な
い
中

で
、
令
和
９
年
度
に
は
歳
入

と
歳
出
が
逆
転
を
し
、
歳
出

の
ほ
う
が
上
回
っ
て
い
く
と

い
う
見
通
し
で
あ
る
。
一
体

型
校
舎
建
設
を
合
算
し
た
と

き
の
見
通
し
を
総
務
課
長
は

把
握
し
て
い
る
か
。

令
和
10
年
度
に
学

校
建
設
46
億
円
相

当
を
渡
地
区
に
造
る
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
起
債

に
よ
る
元
利
償
還
金
を
令

和
11
年
か
ら
令
和
35
年
ま

で
の
25
年
間
払
い
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え

ば
令
和
17
年
度
に
お
い
て

は
、
公
債
費
が
９
億
２
，

０
０
０
万
円
ほ
ど
発
生
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
借

金
返
済
で
あ
る
割
合
が
全

体
需
要
の
24
％
に
当
た
る
。

財
政
的
に
は
こ
の
46
億
円

と
い
う
概
算
で
あ
る
が
、

渡
に
造
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

今
後
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
、

20
年
、
30
年
後
の
住
民
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
す
る
お
そ
れ

が
高
い
と
い
う
と
こ
ろ
が

見
て
取
れ
る
。

問

歳
出
削
減
、
経
済
成
長
の
促
進
と
いっ
た
手
段
を

組
み
合
わ
せ
、
ふ
る
さ
と
納
税
等
の
自
主
財
源
の

確
保
や
適
正
な
賦
課
徴
収
を
図
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る

後
期
計
画
に
掲
げ
る
自
主
財
源
の
強
化
、
現

実
的
か
つ
安
定
策
の
取
組
み
は

村長

髙澤　康成 髙澤　康成 議員議員

問 村
長

第
６
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画

総
務

課
長

行
政
運
営
の
検
証
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

　
令
和
７
年
10
月
１
日
に
第
１
回
、
令
和

７
年
10
月
23
日
に
第
２
回
の
行
政
運
営
の

検
証
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
を
球
磨

村
議
員
控
室
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
主
な
議
題
は

①
千
寿
園
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

②
辞
職
勧
告
決
議
に
示
し
た
５
項
目
の
回

答
に
つ
い
て

の
２
点
で
、
執
行
部
よ
り
提
出
の
あ
っ
た

資
料
を
基
に
調
査
し
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

①
の
「
千
寿
園
の
無
償
貸
付
に
つ
い

て
」
は
、
村
の
普
通
財
産
を
建
物
と
駐
車

場
を
一
体
的
に
貸
し
付
け
た
こ
と
に
対
し

て
、
議
会
は
駐
車
場
は
有
料
が
基
本
な
の

で
、
議
決
が
必
要
で
あ
っ
た
と
す
る
の
に

対
し
、
執
行
部
か
ら
は
村
の
対
応
は
適
切

で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
議
会
の
理
解
が

得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
認
識
し
て
い
る

の
で
、
今
後
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
判
断
し
て
い
く
と
の
回
答
。

　
②
の
「
辞
職
勧
告
決
議
に
示
し
た
５
項

目
の
回
答
に
つ
い
て
」
で
は
、
一
勝
地
温

泉
か
わ
せ
み
に
お
け
る
債
権
者
へ
の
未
払

い
金
の
問
題
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
執

行
部
か
ら
は
、
以
前
議
会
に
示
し
た
弁
護

士
か
ら
提
示
の
あ
っ
た
３
つ
の
方
法
と
補

助
金
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
実
施
が
不

可
能
で
あ
り
、現
時
点
で
は(

株)

ト
ラ
ッ

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
事
業
者
の
や
り
取
り
の

中
で
し
か
解
決
で
き
な
い
、
と
の
回
答
。

　
か
わ
せ
み
に
つ
い
て
は
、
債
権
者
へ
の

対
応
と
、
来
年
度
か
ら
の
新
し
い
指
定
管

理
に
つ
い
て
協
議
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

①
の
千
寿
園
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て
も
疑

義
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
３
回
の
調
査
特

別
委
員
会
に
お
い
て
再
度
協
議
を
行
う
こ

と
と
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。
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令
和
７
年
10
月
９
日
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
復
旧
・
復
興

に
向
け
た
教
育
環
境
や
地
域
の
問

題
、
む
ら
づ
く
り
等
に
つ
い
て
学

習
し
、
未
来
の
球
磨
村
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
と
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
球
磨
村
子
ど
も
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

球
磨
清
流
学
園
の
９
年
生
が

「
球
磨
村
の
未
来
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
質
問
し
、
村
長
や
担

当
課
長
が
真
摯
に
答
弁
を
行
い

ま
し
た
。

　
生
徒
は
６
班
に
分
か
れ
て
一
般

質
問
を
行
い
、
前
半
の
議
長
を
髙

澤
凰
嘉
さ
ん
、
後
半
の
議
長
を
大

岩
凌
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。

　
球
磨
村
の
未
来
を
、
若
い
世
代

な
ら
で
は
の
視
点
で
考
え
た
一
般

質
問
の
中
か
ら
抜
粋
し
た
質
問
と

答
弁
を
掲
載
し
ま
す
。

球
磨
清
流
学
園
９
年
生
に
よ
る
子
ど
も
議
会
を
開
催

１
班

　
上
蔀
魁
晟
さ
ん
、
大
無
田
琥
太
郎
さ
ん

　
濱
田
瑛
太
さ
ん

①
災
害
時
の
避
難
路
に
つ
い
て

②
交
通
網
の
復
興
状
況
に
つ
い
て

③
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
創
出
状
況
に
つ
い
て

【
質
問
】
公
共
交
通
機
関
で
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
、
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
、
く
ま
川

鉄
道
の
復
興
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
松
谷
村
長
】
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
村

内
６
路
線
と
国
道
を
走
る
産
交
バ
ス
が

あ
り
、
現
在
、
全
て
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
は
令
和
15
年
度
の
再
開

を
目
標
に
路
線
の
地
質
調
査
が
行
わ
れ

て
お
り
、
く
ま
川
鉄
道
に
つ
い
て
は
、

全
線
の
運
行
再
開
時
期
は
令
和
８
年
度

上
半
期
中
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
班

　
糸
原
向
日
葵
さ
ん
、
大
岩
凌
さ
ん

　
木
屋
航
さ
ん
、
中
塚
環
さ
ん

　
那
良
皐
生
さ
ん

①
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

②
文
化
の
充
実
に
つ
い
て

【
質
問
】
校
舎
の
老
朽
化
に
対
策
が
必
要

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
村
と
し
て
は
ど

う
い
っ
た
考
え
で
す
か
。

【
松
谷
村
長
】
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
の
教

育
環
境
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
、
一
体

型
校
舎
の
建
設
に
向
け
、
今
後
、
検
討

委
員
会
の
中
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

３
班

　
大
瀬
琥
士
朗
さ
ん
、
大
山
楓
雅
さ
ん

　
久
保
田
有
菜
さ
ん
、
髙
沢
清
斗
さ
ん

　
和
田
楓
愛
さ
ん

①
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

１班１班

２班２班

３班３班
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【
質
問
】
球
磨
村
の
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
事
業

で
み
ん
な
の
家
が
作
ら
れ
ま
し
た
が
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
ま
す
か
。

【
松
谷
村
長
】
み
ん
な
の
家
は
、
現
在
渡

と
神
瀬
に
整
備
し
て
い
ま
す
が
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
清
流
学
園
の
一
体
型
校
舎
整

備
や
渡
地
区
に
建
設
予
定
の
道
の
駅
建

設
に
つ
い
て
も
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
を
取
り
入
れ
、
快
適
に
使
え
る
よ

う
に
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

４
班

　
坂
田
苺
椛
さ
ん
、
椎
屋
敬
太
さ
ん

　
地
下
礼
琉
さ
ん

①
球
磨
村
の
産
業
に
つ
い
て

【
質
問
】
林
業
従
事
者
の
人
材
育
成
も

兼
ね
て
職
場
体
験
や
植
林
体
験
と
は

別
に
、
児
童
生
徒
が
林
業
と
い
う
仕
事

を
見
学
で
き
る
場
を
作
っ
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

【
松
谷
村
長
】
村
で
は
、
森
林
教
室
や
ふ

れ
あ
い
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で

木
工
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
啓
発
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
清
流
学
園
で
の
森

林
教
室
は
、
来
年
以
降
皆
さ
ん
の
興
味

を
更
に
引
き
出
せ
る
内
容
と
な
る
よ
う

に
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

５
班

　
長
野
晃
大
さ
ん
、
日
當
大
琥
さ
ん

　
平
野
千
麗
さ
ん
、
山
口
美
鈴
さ
ん

①
観
光
地
の
充
実
に
つ
い
て

②
遊
水
地
エ
リ
ア
の
活
用
に
つ
い
て

【
質
問
】
村
の
観
光
地
は
、
球
泉
洞
の
他

に
も
熊
野
座
神
社
や
一
勝
地
と
い
っ
た

縁
起
の
い
い
神
社
な
ど
を
を
ブ
ロ
グ
を

使
っ
て
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
さ
れ
ま
す
か
。

【
復
興
推
進
課
長
】
村
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
は
じ
め
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
テ
ィ
ッ

ク
ト
ッ
ク
な
ど
様
々
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

て
い
ま
す
。
球
磨
村
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
球
磨
太
郎
の
テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク

も
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
登
録
し
て
、

ご
家
族
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

６
班

　
牛
塚
裕
理
さ
ん
、
小
谷
美
桜
さ
ん

　
蔀
佑
真
さ
ん
、
髙
澤
凰
嘉
さ
ん

　
松
舟
直
太
郎
さ
ん

①
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

②
遊
水
地
公
園
に
つ
い
て

【
質
問
】
遊
水
地
公
園
を
建
設
予
定
と
聞

き
ま
し
た
が
、
そ
の
施
設
に
は
子
ど
も

が
遊
べ
る
遊
具
は
設
置
さ
れ
る
の
で
す

か
。

【
松
谷
村
長
】
遊
水
地
へ
の
設
置
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
現
在
旧
渡
小
学
校
跡
地
に

計
画
を
進
め
て
い
る
道
の
駅
や
復
興
祈

念
公
園
の
敷
地
内
に
遊
具
を
設
置
で
き

な
い
か
、
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

４班４班

５班５班

６班６班



９
月

定
例

会
一

般
質

問
子

ど
も

議
会

編
集

後
記

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

2
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

6
…

…
…

…
…

…
…

…
…

10
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
12

1
1
9
号

2025.11.25

くま
む
ら
議
会
だ
よ
り

くま
む
ら
議
会
だ
よ
り
119

号
発

行
　

熊
本

県
球

磨
郡

球
磨

村
議

会
編

集
　

議
会

広
報

対
策

特
別

委
員

会
〒

869-6401 熊
本

県
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郡

球
磨

村
大

字
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丙
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地
TEL（

0966）
32－

1111　
FAX（

0966）
32－

1230
印

刷
／

㈱
協

和
印

刷 　
わ
れ
わ
れ
議
会
は
、
先
の
６
月
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
山
積
す
る
重

要
事
項
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
課

題
解
決
が
図
ら
れ
て
い
く
の
か
な
ど

と
し
、
執
行
部
に
対
し
重
い
決
断
と

し
て
辞
職
勧
告
決
議
案
を
決
議
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
リ
ー
ダ
ー
と
は
、「
決
断
す
る
こ
と
」

「
説
明
す
る
こ
と
」「
責
任
を
と
る
こ

と
」
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
、
村
民
が

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
創
造
的

復
興
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
明
確
化
、

失
わ
れ
た
信
頼
の
回
復
な
ど
、
村
政

に
対
す
る
姿
勢
が
問
わ
れ
る
な
か
、

使
命
感
、
危
機
感
を
も
っ
て
村
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
村
民
が
望
む
「
幸
せ
」
を

追
求
し
、
全
力
で
丁
寧
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

永
椎
　
樹
一
郎

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　   

　
　板 

﨑
　壽 
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副
委
員
長
　   

　
　西 

林
　尚 

賜

委
　
　員
　   

　
　宮 

本
　宣 

彦

委
　
　員
　   

　
　永
椎  

樹
一
郎

■球磨村世帯数：1,327世帯　■男：1,233人　女：1,328人　人口：2,561人（令和7年11月１日現在）

編
集
後
記

球磨清流学園
６年生

球磨清流学園
６年生

柴田　奏音さん
　球磨清流学園の６年生は一人ひとり個性豊
かです。
　そして普段から発表を積極的にしています。
　修学旅行で命や平和の尊さを学んで、球
磨清流学園に帰ってきました。これからも命
や人を大切にして、過ごしたいです。　

谷口　加桜さん
　６年生は、とても元気で明るく個性
豊かです。行事や日々の毎日を学級
全員で協力し、色々なことを乗り越え
てきました。だから、とても仲がいい
です。これからももっと仲を深めてい
きたいです。

令和７年度の球磨清流学園６年生は１６人です。「十人十色」を学級目標に掲げています。
この目標には、「多様性を認め合い、互いの個性を尊重し合えるクラスにしたい」「一人
ひとりがそれぞれの得意を生かして自分の色で輝いてほしい」という思いが込められて
います。１６人全員が目標を意識しながら生活し、日々成長しています。

６年生担任　吉田　楓 先生

12くまむら議会だより　第119号
令和７年11月25日発行


